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子どもたちに負担を強いる緑が丘西区域
　「はぐみの杜」こと緑が丘西地域は、１４０ヘクタールの区域に約１万４千人の計画人口、小学校２校
と中学校１校が配置される計画でした。
　地域の人口が増え続けるなかで、今でもみどりが丘小学校１校のみしかなく、教室不足で学区の
変更が繰り返され、１８教室分の増築校舎借上を進めています。
　一方で、中学校については地域を北と南の学区に分けて、遠く離れた高津中学校と睦中学校に通学
しており、中学校の配置については、全く話が進んでいません。

遠く離れた中学校へ通う子どもたち
　緑が丘西地域の子どもたちは、暑い日も寒い日も重たいバッグを抱えて、徒歩で４０分から１時間近
くかかる中学校へ通っています。
　子どもたちにとっては、比べるものが無いので、言われるがまま通学していますが、遠く離れた学
校へ通うということは、６月２８日に八街市で発生した、トラックが小学生の列に突っ込んだ事故のよ
うに、悲惨な事故にも繋がりかねないのです。

「緑が丘西地域に中学校を設置すべき」と要求
　日本共産党は６月議会で、「緑が丘西地域へ中学校を設置すべきでは」と、教育委員会及び市長部局
に対し、それぞれ「子どもたちの立場で」、「街づくりの視点」で、質問しました。
　しかし、教育委員会は、「６年後も高津中と睦中の２校で対応できる」と、
子どもたちの思いを踏みにじる答弁でした。
　市長部局は、「公共施設等は公共施設等総合管理計画及び公共施設等個別
施設計画」を基に公共施設削減ありきの答弁でした。
　日本共産党は、各担当部署が市民に寄り添った考えや、暮らしやすい街づ
くりを示したうえで、中学校の設置を前向きに検討するように求めました。

子どもたちを無視した学校適正配置はやめよ！
　八千代市は、公共施設等個別施設計画を基に公共施設のおよそ６割を占める小・中学校を減らす計
画であり、市内の小中学校３３校中、２２校を対象に７校に削減しようとしています。その目的は財政削
減です。
　すでに、米本団地と阿蘇地域の小学校３校が無くされようとしています。このことによって、緑が
丘西地域と同じように、子どもたちは、遠く離れた学校へ通わなくてはならなくなるのです。つまり
八千代市の計画によって、最も犠牲をしいられるのが子どもたちなのです。
　日本共産党は、子どもたちが安心して学校へ通える八千代市にするために、引き続き議会で訴えて
いきます。
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